
経済活性化対策特別委員会会議記録 

 

経済活性化対策特別委員長 井上明夫 

 

１ 日 時 

   令和６年２月１３日（火） 午後１時３０分から 

                午後３時１４分まで 

２ 場 所 

   第３委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

井上明夫、成迫健児、桝田貢、穴見憲昭、中野哲朗、宮成公一郎、首藤健二郎 

小川克己、御手洗朋宏、二ノ宮健治、吉村哲彦、猿渡久子、三浦由紀 

 

４ 欠席した委員の氏名 

   岡野涼子、福崎智幸 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   太田正美、若山雅敏、高橋肇、木田昇、佐藤之則 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

   な し 

 

７ 出席した参考人の職・氏名 

   立命館アジア太平洋大学 教授 須藤智徳 

 

８ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

９ 会議の概要及び結果 

（１）「県産品の輸出や観光消費の拡大等、競争力強化、市場開拓」について、参考

人から意見聴取を行った。 

 

１０ その他必要な事項 

   な し 

 

１１ 担当書記 

   政策調査課調査広報班 主幹  河野幸代 

   政策調査課調査広報班 主査  甲斐雅俊 

      政策調査課政策法務班 副主幹 志村直哉 

   議事課委員会班    主任  松井みなみ 
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別 紙 

会議の概要及び結果 

井上委員長 それでは、これより第５回経済活

性化対策特別委員会を開催します。 

 本日は、都合により岡野委員と福崎委員が欠

席しています。また、委員外議員として太田議

員、若山議員、高橋議員、木田議員、佐藤議員

が出席しています。 

 ただいまから参考人招致を行います。 

 まず、私から御挨拶を申し上げます。 

〔委員長挨拶〕 

井上委員長 それでは、本日出席の委員並びに

委員外議員より、お一人ずつ自己紹介をお願い

します。 

〔委員・委員外議員自己紹介〕 

井上委員長 それでは、これより須藤教授に御

発言をお願いします。 

 なお、須藤教授には途中の質疑応答も含めて

６０分程度お話しいただくようにお願いしてい

ます。一通り御説明が終わった後、３０分程度

全体を通じて意見交換を行う予定です。 

 それでは須藤教授、よろしくお願いします。 

須藤参考人 ただいま御紹介賜りました立命館

アジア太平洋大学サステイナビリティ観光学部

の須藤と申します。本日は大変貴重な機会をい

ただき誠にありがとうございます。 

 本日は、持続可能な開発と観光で地域の価値

を創造するというテーマを掲げています。 

 私どもでは昨年４月にサステイナビリティ観

光学部という新しい学部を立ち上げました。サ

ステイナビリティ観光学部で学んでいく学生た

ちが食や観光、そして農林水産業を含む様々な

産業で活躍してくれることを期待して、今回こ

の学部を作りました。そのため、学部の紹介等

も含めて本日、少しお時間を賜れればと思って

います。 

 初めに、自己紹介をさせていただきたいと思

います。私がＡＰＵに参りましたのは２０１５

年１０月ですが、その前は国際協力機構（ＪＩ

ＣＡ）にいました。もともとは大学を卒業して

民間の銀行に入りましたが、その後、バブルの

崩壊もあり、政府系の金融機関、海外経済協力

基金に転職し、政府開発援助、ＯＤＡの実施機

関で主に円借款の供与の審査や戦略の策定を行

っていました。政府でも政府系金融機関の統廃

合があって、１９９９年には国際協力銀行に合

併し、その後、国際協力銀行のうち海外経済協

力部門がＪＩＣＡに統合され、新たなＪＩＣＡ

として設立されています。こうした仕事をして

いたこともあり、海外渡航経験がかなりありま

す。これまで、おおむね１００か国近く訪問し、

バングラデシュ、チュニジア、イギリスに駐在

していました。 

 様々な国の様々な地域を訪れてみて、そうい

った経験なども踏まえながら、それぞれの地域

における国際協力を行ってきたし、またＪＩＣ

Ａでは１０年ほどですが、他の援助機関、例え

ば世界銀行や国連、イギリスやフランス、アメ

リカなどの国際援助機関と国際援助協調として

協議を行っていく。とりわけ、ＣＯＰと言われ

ていますが、気候変動枠組条約締約国会合や国

連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の策定に

も携わっていました。そういった関係で数多く

の国際会議に出席する機会もあり、様々な国で

取り組まれている観光、若しくは産業育成にこ

れまで携わったという経験から今日は話を進め

ていきたいと考えています。 

 まず、私どもの新しい学部の紹介をさせてい

ただきます。立命館アジア太平洋大学は２００

０年に開学して、これまでアジア太平洋学部と

国際経営学部の二つの学部で成り立っていまし

た。中でも、アジア太平洋学部には環境・開発

分野、観光・ホスピタリティ分野、文化・社会

・メディア分野、国際関係・平和学分野の四つ

の専攻分野がありました。今回、環境・開発分

野と観光・ホスピタリティ分野の二つを切り離

して、新たにサステイナビリティ観光学部を立

ち上げることにしました。また、文化・社会・

メディア部門と国際関係・平和学部門、それに

新たにグローバル経済部門を設置して、アジア
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太平洋学部を存続しています。国際経営学部に

ついては、中の改編が若干ありますが、おおむ

ね同じような形となっています。 

 このサステイナビリティ観光学部ですが、こ

の青い広告を御覧いただいたことがあるかと思

います。今回、青が私どもの新しい学部のイメ

ージカラーになります。基本的には、循環型地

域社会の形成と観光による地域の開発・価値創

造という大きな２本柱に注目する学部として立

ち上げています。とりわけ、持続可能な開発と

観光の二つの視点は、我々がこれから２１世紀

を生きていくためにも必要なものでもあるし、

不可欠な課題でもあると考えています。そのた

め、この持続可能な開発と観光の二つの柱を持

った学部を設置することによって、より地域の

活性化に貢献できる大学になっていきたいとい

う思いで新たな学部を立ち上げたところです。 

 この持続可能な開発と観光という二つの枠組

みを立ち上げるときに、そもそも持続可能な開

発と観光は両立し得るのかが非常に大きなテー

マだと我々は考えていました。持続可能な開発

はＳＤＧｓの中でも語られていますが、基本的

には日常生活、すなわち我々が生きてく上で貧

困にならないようにしていかなければいけない

し、また社会課題としての教育や保健、それか

らジェンダー問題など、さらに経済の問題とし

て経済成長、産業の育成とイノベーション、ま

たできるだけ公平性が担保された形での所得分

配など経済の課題、さらには気候変動や生物多

様性、また海洋資源の問題といった環境の問題、

さらにそれを包括していく形での平和構築、ガ

バナンスの分野、そういったものが混ざってい

るものがこのＳＤＧｓです。 

 こういった目標は、もちろん国際的に対応し

ていく必要がある課題ではありますが、中でも

我々の日常生活に大きく絡んでいく課題でもあ

り、現在を生きている我々の世代だけではなく、

将来の世代にもしっかり受け渡していく必要の

ある価値です。従って、主に日常生活がこの持

続可能な開発とリンクしていくことになります。 

 一方で、県内在住者にとっての持続可能な開

発による大分県の価値と、福岡県や東京都、海

外などの県外の方から見た価値にはギャップが

生じる可能性がある。すなわち、観光は居住地

とは違う地域に行ってみて、いろんな価値を感

じてくるという、非日常性を価値としているも

のでもあります。今回の持続可能な開発という

考え方と観光を一本の学部にしていくときに、

日常の価値と非日常の価値は融合し得るのかと

いうことを大きなテーマとして掲げました。 

 これをいかに融合していくのか。例えば、京

都市だと今、観光客が非常にたくさん来ていま

すが、他方で観光客が押し寄せ過ぎたために、

京都市民がバスにも乗れない、地下鉄にも乗れ

ないなど日常生活に困っている。これでは、や

はり持続可能な開発と観光の両立が図られてい

るとは言えない。両方の価値をしっかり見出し

ていきながら、このバランスをいかに取ってい

くのかが我々にとって非常に大きな課題になっ

ていると認識しています。 

 こういった融合を図っていくときに、九つの

コンセントレーションと呼んでいますが、学生

たちには主に九つの専門領域から専門科目を学

んでいただき、専門領域を計画していただいて

います。 

 一つ目は、二つの大きな柱として、持続可能

な社会の分野では環境学や資源マネジメント、

経済や社会を取り扱う国際開発、観光の分野で

は観光学やホスピタリティ産業、観光産業とい

ったものが専門領域として立てられています。 

また、地域づくり、社会起業、データサイエン

スと情報システムの三つに関しては、サステナ

ビリティと観光の両方にまたがっていく分野で

す。まずは、地域の価値としての地域づくりが

あり、そこを目がけて観光客に来ていただける

まちづくりができないか。また、そういったも

のを積極的にサポートしていき、そこで価値を

つくっていくような団体若しくは企業をより促

進していくための社会起業、そういった情報を

分析していくためのツールとしてのデータサイ

エンスや情報システムといった学びがあります。 

 これを我々はコモンズと呼んでいますが、こ

ういった共通分野をあわせて、合計九つの専門

領域から学んでいくことになっています。学生
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たちは、この九つの専門領域の中から、特に持

続可能な開発にフォーカスしたい学生は環境や

資源マネジメント、国際開発分野の科目をより

多めに取りながら、観光の知識も学んでいく。

観光にフォーカスしたい学生は観光学やホスピ

タリティ産業、観光産業分野の科目を中心に取

っていきながらも、環境の知識や国際開発の知

識も得ることが可能になっている。こういった

仕組みになっています。 

 さらにもう一つ、今回の新しい学部、サステ

イナビリティ観光学部の大きな特徴として、こ

ういった学びは山の上にある大学のキャンパス

で学んでいるだけでは身に付きません。もちろ

ん大学なので、講義や演習を受ける必要があり

ますが、そこで得た知識を実際に現場でいかし

てみる実践が今回、卒業必修単位として設定さ

れています。オフキャンパスと呼んでいますが、

フィールドスタディや専門インターンシップ、

専門実習として実際に現場に出て、現場で試し

てみる。もし自分が学んだ理論や知識がうまく

使えないのであれば、そこから深掘りして理論

を学んでいく。そういったことをやれる仕組み

になっています。さらに、現場での実践や講義、

演習の中で実際に分析をしていくためのツール

若しくは調査のスキル、こういったことを一緒

に学んでいくことになっています。 

 こういった講義と現場での実践、また、調査

・分析スキルの学び、これをバランスよく行っ

ていくことによって理論や知識をしっかりまと

いながら、それを現場で応用できる、実践で応

用できる人材を育成していきます。 

 ここまでが大学の新しい学部の紹介でした。 

ここからは少し、大分県の状況と他の地域の状

況等についても少し説明します。 

 まず、大分県の観光の状況です。大分県観光

政策課の資料を抜粋しています。御覧のとおり、

観光客は徐々にコロナ禍前の水準に戻りつつあ

ると受け取ることができるかと思います。日本

人も比較的、以前の水準に戻ってきています。

外国人の宿泊客も増えてきており、有料観光施

設への入場客も季節的に若干ぶれはあるものの、

増加傾向にあります。まだ挽回とは言えません

が、比較的順調になっていると思います。もう

少し努力が必要な状況だとは見て取れるかと思

います。 

 大分県の観光状況のデータをもう一つお示し

したいと思います。まず、上が宿泊客の推移で

す。このグラフは日本人と外国人の延べ宿泊客

数ですが、ピークの頃、特に２０１７年、２０

１８年、２０１９年と様々なイベントがあり、

ラグビーワールドカップの頃は非常に多くの方

々がお越しになりましたが、残念ながらコロナ

禍でだいぶ落ち込んでいます。ただ、ようやく

これも回復基調に向かっていると思います。日

本人の宿泊客の割合ですが、大分県にいる日本

人宿泊客の約半分が九州圏内で、中でもやはり

福岡県が約３分の１を占めています。一方で、

外国人宿泊客に関しては、韓国、中国が多く、

香港、台湾、タイ、その他のアジアで概ね９割

近くになっており、主にアジア圏が中心になっ

ています。ちょうど春節に入って今、中国人が

多数日本にも来航しています。中国からの来客

も随分増えていて、今日のニュースでも報道さ

れましたが、日本での消費行動を見ていくと、

やはり食や、インスタグラムのようなＳＮＳ情

報によって日本に訪れる、若しくは買物をする

といった行動が見受けられます。 

 中でも中国に関しては今、日本全体での消費

行動として、割と高額なものを２、３点買って

帰る爆買いと言われる消費行動ではなくて、単

発買いで比較的高い物を買っている傾向が見受

けられます。一方で、最近別府市でもいろんな

お店で中国人や韓国人旅行者を多数見るように

なってきましたが、割と百均などで爆買いをし

ている方がかなり見受けられると思っています。

日本全体での外国人旅行客の消費動向と大分県

に来県される方の消費動向は若干ギャップがあ

るのではないかとみています。 

 上のグラフは大分県の観光消費額です。令和

４年までのデータしかありませんが、このぐら

いの水準だと見ていただきたいと思います。中

でも下のグラフですが、九州各県にお越しにな

る訪日外国人の観光消費単価を見ていくと、福

岡県が一番大きくて、残念ながら九州の中では
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大分県が最下位になっています。福岡県と大分

県で比較すると、大分県での一人当たりの消費

額は福岡県の約３分の１、逆に言うと福岡県で

は大分県の３倍消費していることが見て取るこ

とができます。もちろん、福岡県はそれなりに

大きいということがありますが、福岡県、鹿児

島県が比較的に抜けており、次いで長崎県、宮

崎県が続き、佐賀県、熊本県、大分県はほぼ並

んでいる状態になっています。ただ、熊本県は

これから外国人のビジネス客が増えてくること

が見込まれるので、この消費額はさらに増加し

ていくことが見込まれます。 

 特に今回は、インバウンドをフォーカスして

いきたいと思います。これは日本政府観光局の

データですが、国外旅行実施者を地域別に見た

ものです。このグラフの割合は旅行の経験率に

なっています。 

 左上が東アジア地域で韓国、中国、台湾、香

港となっていますが、訪日１回という方だけで

はなく、２回から３回、特に４回以上の方がか

なりの数を占めています。１回でも来た人や、

何度も来ている方もかなり多くいることが見て

取れます。中国はさすがに人口が多いので、ま

だまだ伸び代があると思っていますが、とりわ

け香港や台湾の方は、一度は日本に来たことが

あるし、割と多くの方がリピーターとして来て

いる傾向が見受けられます。 

 また、右上になりますが、東南アジアではま

だ訪日されていない方もたくさんいますが、一

度は来た若しくは２、３回来ている方も徐々に

伸びている状況にはあります。中でも、シンガ

ポールはリピーター率が非常に高くなっていま

す。そのほか、アメリカから３割ぐらい日本に

来ており、４分の１ぐらいがリピーターという

状況にあります。ただ、まだまだインドや中東

の方々は来ていない状況です。 

 後ほどお話ししますが、ヨーロッパにも認知

されていますが、まだまだ来訪者としては少な

い。そういう意味では、インバウンドで今後狙

っていくのは、もちろんアジア圏のリピーター

という点でもありますが、まだ日本に来ていな

い方々も大きなマーケットとして残っていると

言えるかと思います。 

 こちらは訪日ファネルと呼ばれているもので

すが、全く認識していない、認識がある、興味

関心がある、他の地域と比較検討段階にある、

実際に予約購入しているという状況の比率を示

しています。さきほどと同じように、東アジア

・東南アジア地域では比較的認知度は高く、か

つ興味関心も高くなっています。実際に来る方

も比較的多い。これが最近の、特にアジア地域

から日本にくる方の傾向でもあるかと思います。 

 一方で、右下はまだまだ日本に来ていない方

の多いエリアです。約３分の１ぐらいが無認知

の状態にあります。ただ、例えばメキシコやス

ペインといった国になると認知度も非常に高い

上に興味関心を持っている方も非常に多くいま

す。ですので、メキシコやスペインの方、それ

以外の国々もそうですが、認知度がそれなりに

ある国というのは、今後日本に来たいという興

味関心や比較検討が高まっていくポテンシャル

のある国々ではないかと見てとることが可能で

す。 

これは、それぞれの国の今後行きたい旅行先

が想起集合となっていますが、想起集合という

のは質問の中でエリアの回答肢を与えて、その

中から選んでもらう仕組みで、これはそのアン

ケート結果です。 

まず、左上の方が東アジア・東南アジアです

が、多くの方が日本を１位として選んでいただ

いているので、東アジア・東南アジアの方に対

して日本は揺るぎない名所になっているという

ことかと思います。一方で、欧米、オーストラ

リア、インド、中東地域においては、日本がそ

れなりに高い地位にいる国もあります。例えば、

オーストラリアだと日本が１位になっています。

また、中東でも実は日本が１位になっています。

中東はまだ来日者数としては極めて少ないです

が、今後行きたい旅行先として日本が１位に選

ばれている地域でもあります。また、カナダ、

メキシコ、イタリア、スペインといった国々は

日本が第２位になっている。ここでも行きたい

旅行先として非常に高い地位を得ている状況で

す。人口の多いインドは残念ながら８位で、そ
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こまで高くはないですが、今後の改善に期待し

たいところではあります。 

 こういったインバウンドが、国外の旅行先を

選ぶ際に何を重視するかということで、さきほ

どと同様にいくつかの選択肢が提供され選ばれ

ています。やはりアクセスのしやすさが非常に

大きなエリアを占めており、ビザの取得の容易

さも重視されています。ここで是非フォーカス

しておきたいのが、まずは青線を引いています

が、旅行費用の手頃さが比較的上位に入ってい

て、これはまだ訪日していない欧米、インド、

中東の地域の方も同じように旅行費用の手頃さ

が比較的上位に入っています。 

 なぜここにフォーカスしたいかというと、最

近は円安傾向が続いており、特にヨーロッパや

アメリカ、オーストラリアの方から見ると、日

本は比較的割安な国になっているということが

１点あります。もう一つは、特にヨーロッパ、

アメリカ、オーストラリアの富裕層の方にとっ

てみると、実は旅行費用はそこまで大きなハー

ドルにはなっていない傾向があります。なぜな

ら、富裕層は可処分所得が比較的多いので、ア

フォーダビリティが非常に高い状態にあります。

それに加えて円安の状態にあることもあって、

この旅行費用の手頃さという意味では日本も十

分にターゲットにし得るレベルになっていると

いうことです。 

 もう一つ、ここでフォーカスしておきたいの

は、環境への配慮を重視する割合が比較的高く

なっていることです。さきほどの旅行費用の手

頃さの次に、食事や宿泊への安心感、言語の理

解といった観光に来るときのハードルになるも

のが続きますが、その次に環境への配慮、次い

で文化やメディアの評判、地域経済の活性化、

友人の存在などといった項目が入っています。 

この結果から見ると、確かにＳＮＳ等をきっか

けに来日される方が多いのは事実かと思います

が、そういった評判以上に環境への配慮が重視

されている点は、非常に面白い結果になってい

ると思っています。 

 それぞれの国外旅行先での行動ですが、やは

りどこのエリアから来る方でも、その土地なら

ではの料理がトップを占めている状況にありま

す。さらに、その土地で生産された特産品の購

入、また欧米、オーストラリア、インド、中東

地域ではマイナーな観光地訪問もかなり上位に

入っています。東アジアや東南アジアでは、マ

イナーな観光地訪問は割と下位にありますが、

欧米や中東、インドではマイナーな観光地への

訪問が比較的高いところにあります。そういう

意味では、この地域の方はこれまで余り知らな

いところ、多分彼らにとって認知のない大分県

は、実はポテンシャルとしては非常に高いので

はないかと考えています。同じように国外旅行

先での行動ですが、やはり食がかなり上位にあ

ります。東アジアではトップ、欧米、オースト

ラリア、インド、中東地域でもガストロノミー

・美食は３位に入ってきています。非常に高い

レベルで食に対する期待があることが認識でき

ます。 

 一方で、本県のひとまずの目標として、福岡

県の状況を少し簡単に説明したいと思います。 

福岡県における観光の現状と課題という調査の

結果によると、福岡県のイメージは食べ物がお

いしいという方が８割います。食べ物がおいし

いというのは、各年代や居住地に限らず多くの

方がそのように感じている。福岡県はやっぱり

御飯がおいしいというイメージが非常に強いこ

とが見てとれます。 

福岡県にも様々な観光地がありますが、それ

ぞれ訪問・体験の意向の有無について認知度が

プロットされている図です。やはり認知度が高

いところでは、来訪の意向が比較的高くなって

おり、認知度が低くなるとその分、来訪・体験

意向が低くなっています。ただ、このプロット

図から御覧いただけるのは、特に右上サイドの

方は認知度も高く来訪意向も高いので、観光資

源としては非常に重要なポテンシャルのあるエ

リアになっているということです。この中には、

例えば、筑後川温泉や原鶴温泉も比較的来訪・

体験意向が高く、観光資源としては大分県とバ

ッティングする部分ではないかというところで

す。 

 また、左上のサイドは認知度が低いが、来訪
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・体験意向が高いところで、さきほどの原鶴温

泉と、のこのしまアイランドパークが入ってい

ます。ここは、より認知度を高めていくことに

よって、より来訪の機会を得ていくことが可能

になるであろう地域です。例えば、福岡県の今

後の政策として、原鶴温泉や能古島の認知度を

より高めていくことによって、来訪者を増やし

ていくことが可能になるという分析ができます。

特に、インバウンドは情報源としてトリップア

ドバイザーを使っているケースがかなり多いで

すが、ポジティブな要素として食事が良かった、

アクセスが良いという評価がなされています。

逆にネガティブなコメントで、食事が良くなか

ったという方のコメントが高くなっているとこ

ろもポイントかと思います。やはり御飯がおい

しいという評判に対して、思ったほどでもなか

ったという評価をしている方が一定数いるとい

うことかと思います。 

 もう一つ、福岡県の観光事業者が観光施設を

どう評価しているか、これも同じようなプロッ

ティングがなされていますが、福岡県がこれま

でに取ってきた食の魅力をいかした観光が非常

に高い地位を占めており、また、観光事業者か

らの満足度も非常に高いです。食で福岡県が勝

負してきていることがよく分かる図になってい

るかと思います。 

 今の日本向けのインバウンドの傾向と、福岡

県の傾向を簡単に紹介しましたが、ここから少

し大分県の話をさせていただきます。 

 今回の特別委員会での大きなテーマ、観光、

食、農林水産業という三つの大きな切り口で申

しますと、まずはインバウンドに大分県へ来て

いただく、若しくは大分県の農林水産品を海外

の方にも味わっていただく、こういった両輪に

なると考えています。特に、海外から見たとき

には海外からどういったニーズがあるのか、ま

た、海外から見た大分県の魅力とは一体何かと

いうことが非常に重要になってきます。 

 近年のマーケティングの世界では、マーケッ

トインやマーケットオリエンティッドと言われ

ていますが、マーケットサイドでのニーズの把

握は非常に重要です。マーケットニーズに対し

てどういったものが大分県から出せるのか、若

しくは海外からの旅行者がどんなニーズや魅力

を感じて来るのかといったことは非常に重要に

なってきます。 

 一方で、大分県の強みや弱み、外国人がたく

さんいる中で、大分県として対応可能なのか、

若しくは大分県が農産品を輸出する際に海外の

ニーズに応じた形での輸出が可能なのかどうか。

これをプロダクトアウトやプロダクトオリエン

ティッドと呼びますが、こういったことを考え

ていくことが大事になります。その上で、どう

いった地域を対象にしていくのか、また、どう

いった顧客層を対象にしていくのかという戦略

が必要になってきます。 

 さきほど御案内したとおり、まだまだポテン

シャルとして大きいのはヨーロッパ地域、アメ

リカ地域、オーストラリア、インドや中東とい

った地域で、比較的富裕層の多い地域でもある

ので、より富裕層をハイライトするのも一案か

と思います。最近は富裕層に対して、サステナ

ビリティが非常に重要なキーワードになってい

ます。日本で使われるサステナビリティと海外

で認識されているサステナビリティという用語

にはかなりのギャップがあります。国際的に認

識されているサステナビリティの考え方は、ま

ず、将来世代が自身のニーズを満たそうとする

能力を損なうことなく、現在世代のニーズを満

たす開発のことを持続可能な開発と定義されて

いて、これがＳＤＧｓの持続可能な開発の定義

になっています。世代内の衡平性と世代を超え

た衡平性という二つの衡平性を満たすことが求

められている定義です。 

 この持続可能な開発を満たしていくためには、

環境、経済、社会という大きく三つの柱がある

とされています。これをトリプルボトムライン

と呼んでいますが、環境システムや経済システ

ム、社会システムのバランスが取れて初めて持

続可能な開発が成立し得るという考え方です。 

経済システムと社会システムは車の両輪で、両

方のバランスが取れていることがほぼ当然に近

い状態でもあります。なぜなら、経済システム

や社会システムは人間が作ったシステムなので、
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自分のシステムとして変えていくことが可能だ

からです。一方で、環境システムは経済システ

ムや社会システムに様々なアセットや資源、価

値を提供していますが、残念ながら経済システ

ムや社会システムがそれを過剰に使い過ぎるこ

とによって環境システムが壊れつつあるのが最

近の状況です。そういう意味でも最近、環境に

対する認識が非常に高くなってきており、どう

しても持続可能な開発イコール環境みたいに思

われますが、この持続可能な開発は環境だけで

はなく、経済、社会のバランスであることを御

理解いただければと思います。 

 もう一つ、キャピタル・アプローチと呼ばれ

る考え方ですが、自然資本や社会資本、経済資

本がそれぞれ増加していくことによって現在世

代が持っているトータルの資本量に比べ、将来

世代の資本量が大きくなればその分、将来世代

にとっても様々な可能性をいかすことができま

す。そのためには、我々が持っている資本量を

できるだけ多く、できれば今よりもさらに多い

量の資本を将来世代に残していくようにしよう、

その根幹になるのが自然資本だという考え方で

す。 

 この持続可能性を確保していくためには、環

境と経済、社会の三つの持続可能性がそれぞれ

担保されていること、この数式はＥｔ＋１がＥ

ｔより大きくなっていますが、ｔは時間を表わ

しており、今よりも将来の方が環境の価値が高

いこと。経済持続可能性はＹとなっていますが、

現在の経済の価値がＹで、将来の経済の価値が

Ｙｔ＋１となっており、将来の経済の価値の方

が高いこと。このそれぞれの持続可能性という

考え方は、環境・経済・社会の価値が今よりも

将来の方が大きくなることが担保されているこ

とと、もう一つ重要な点は、環境・経済・社会

の各持続可能性のバランスが取れているという

ことでもあります。 

 大分県内でも様々な事例があります。いくつ

か大分県内の事例を紹介しておきます。 

 まず初めに、昨年６月に由布院で開業したＥ

ＮＯＷＡ Ｙｕｆｕｉｎです。ここはどこかと

いうと、ハイエンド、ラグジュアリークラスの

ホテルですが、私も実はこの立ち上げに参加さ

せていただいて、サステナビリティに関するア

ドバイザーを行っているので、若干宣伝になり

ますが、ここの大きなハイライトはＦａｒｍ 

ｔｏ Ｔａｂｌｅという考え方です。ホテルの

レストランＪＩＭＧＵのシェフを務めるタシ氏

は、もともとニューヨークにあるブルーヒル・

アット・ストーン・バーンズの副料理長をやっ

ていた方で、このＦａｒｍ ｔｏ Ｔａｂｌｅ

という考え方を最初に打ち出したのがこのブル

ーヒルです。 

 彼が副料理長として活躍している中で、Ｆａ

ｒｍ ｔｏ Ｔａｂｌｅという考え方の重要性

を是非日本でも広めたいという思いから来日さ

れて、今回ＥＮＯＷＡのレストランで実際にＦ

ａｒｍ ｔｏ Ｔａｂｌｅを実践しています。

タシ氏がこのＥＮＯＷＡが有する農場で野菜を

育て、そこで収穫した野菜を使ってＦａｒｍ－

Ｄｒｉｖｅｎの食事を提供しています。左側の

写真が、ちょうどシェフのタシ氏が収穫してい

るところです。彼が自ら収穫した野菜をお客様

に提供する仕組みになっています。 

 こういった自然環境に配慮したシェフがいて、

そのシェフが、そのときに取れるものを自分の

腕を使って料理を作り、それを提供していくサ

ービスは、特にハイエンド層に対しては非常に

有効に機能しているものかと思っています。こ

のホテル、実は１泊最低でも１０万円近くする

ところで、最高で３０万円を超えるようなラグ

ジュアリークラスのホテルですが、かなり予約

が入っている状況です。特にハイエンド層に高

く評価されています。こういったポテンシャル

が大分県にはまだまだたくさんあると考えてい

ます。 

 二つ目の事例ですが、大分県の特産であるし

いたけです。しいたけは、英語でＳｈｉｉｔａ

ｋｅです。フランスでもＣｈａｍｐｉｇｎｏｎ

ｓ Ｓｈｉｉｔａｋｅと呼ばれていて、しいた

けは日本語が英語になったものの一つでもあり、

最近は海外でも普及しています。もともとは東

アジア原産で、日本のみならず中国やそのほか

の国でも作られていますが、近年では特に欧米
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でもＳｈｉｉｔａｋｅ Ｍｕｓｈｒｏｏｍが一

般にも流通しています。 

 右下の写真ですが、これは私がフランスに行

っていたときにマルシェで撮った写真です。２

００グラム５ユーロ、大体７００円ぐらいで売

られていますが、割とこれは人気があります。 

現在、大分県からは大分県椎茸農業組合がヨー

ロッパに有機乾しいたけを輸出していると承知

していますが、このマルシェに出ているしいた

けはフランスで菌床栽培されているしいたけが

大半ですが、中にはシノワと書いてあって、中

国から輸入されているしいたけもあります。せ

っかく名前がしいたけなのに中国製です。もう

少し日本産のしいたけがＳｈｉｉｔａｋｅとし

てちゃんと出荷されることが大事ではないかと

個人的にはずっと思っています。しいたけはだ

いぶ普及していて、一般市民にも利用されるよ

うにはなってきています。ただ、さきほど申し

たとおりフランスやヨーロッパでは菌床栽培が

中心で、菌床栽培の工場で作っているのはサス

テナビリティとしていかがなものかと疑問視す

る意見もあります。 

 もう一つ、右上の写真はイギリスで売られて

いるしいたけを使ったお菓子です。割と一般市

民にも、しいたけは認知度が高くなっています。

こういったマーケットをもう少ししっかり狙っ

ていくことも重要なのかなと考えています。 

 今年度１年間をかけて、臼杵市の食の持続可

能性を考えるという目的で、臼杵市の食文化持

続可能性の評価と観光資源としての活用可能性

調査を実施しました。先日、その発表を臼杵市

で行いました。今日は簡単に調査内容を案内し

たいと思います。 

 サステナブルガストロノミーという視点で評

価しました。すなわち、国際的な定義からみた

サステナビリティとガストロノミーについて、

臼杵市の食を国際的な評価基準に基づいて評価

しています。併せて、私どものゼミ生が流通の

視点や消費と生産、循環、経済、水資源、若し

くは海外との比較といったテーマで調査に参画

しています。最近は、大分県内でもサステナブ

ルガストロノミーという言葉がかなり普及して

きたかと承知していますが、大きな要素として

はまず、やはり食なので、食としての機能、健

康で豊かな食生活がしっかり確保されるという

こと。さらに、サステナビリティの観点からい

くと環境、経済、社会がそれぞれ価値を生み出

しながらバランスが取れていること。サステナ

ブルガストロノミーなので、サステナビリティ

と食の相互連関が取られているという五つのポ

イントから評価しています。今日は、簡単に結

果を紹介したいと思います。 

 サステナビリティ分析について、まずは環境

持続可能性の分析ですが、これは自然資本分析

を行っています。臼杵市は非常に環境資源に恵

まれた環境にあって、持続可能な状況がしっか

り維持されていると認識しています。中でも、

臼杵川は地下水が豊富で、非常に質の高いもの

です。野津地域では豊かな生態系に恵まれてい

ますが、都市化の影響もあり、今後の生物多様

性の変化には十分注意が必要です。 

臼杵市はタチウオやフグなど、海洋資源も豊

富ですが、近年、漁獲量が逓減していることが

懸念されています。さらに気候変動で、海水温

の変化が漁業に与える影響も注意が必要かと思

います。他方で、臼杵市を中心に、ほんまもん

野菜という有機栽培を行っている農家が非常に

頑張っています。そのサポートとしての臼杵夢

堆肥というオーガニックの堆肥の生産を行って

おり、こういった有機農業への取組は地域の資

源循環や環境保全の観点からも高く評価し得る

ことで、まずは環境分野でもサステナブルであ

ると結論付けることができると判断しています。 

 経済持続性ですが、臼杵市の食文化は発酵産

業が非常に強い産業の一つになっています。も

っとも、臼杵市の経済でいうと食品が最も大き

な産業で、続いて建設業、保健衛生、輸送用機

械といったものの生産が多くなっています。ま

た、産業別の修正特化係数、これはいわゆる得

意な産業ですが、全国と比べても窯業や電子部

品・デバイス、林業、水産業、農業、食料品と

いった産業が修正特化係数の高いエリアとなっ

ています。そういう意味では、臼杵市の経済は

食品産業と農林水産業によって支えられている
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経済となっています。 

 他方で、少しもったいないのは、せっかく臼

杵市で生産する価値が市外に流出している側面

もあり、臼杵市から大分市等に働きに出ている

方、市外から稼いでいる方も比較的多く、対外

的な経済に大きく依存している側面があります。

とりわけ卸売産業でいうと、経常収支赤字の４

分の１を占める大きな赤字産業となっています。

これは食品産業、特にみそ、しょうゆで使う大

豆の原材料が主に輸入、若しくは移入に依存し

ており、原材料が必ずしも地域産ではないこと

がポイントです。 

 続いて社会持続性ですが、社会持続性はアン

ケートによって市民の意識調査と人口動向の分

析を行っています。臼杵市の食文化は多くの市

民から受け入れられています。ただし、若年層

からは、まだまだ臼杵市の食文化を誇りとまで

考えている人は必ずしも多くない状況にありま

す。 

ユネスコの食文化創造都市に登録されている

地域でもあり、そこは一定のインパクトがあっ

たと思いますが、他方で若年層からはまだまだ

誇りとまでは感じられていない状況です。社会

全体としては、非常にアクセプタンスが高い状

況なので、十分な社会持続可能性はあると判断

していますが、若年層に対するアプローチが課

題になっているかと考えています。 

 さらに連携分析ですが、これはネットワーク

分析を使って、食と環境・経済・社会の四つの

の連携関係を分析したものです。この分析結果

でいうと、やはり食が非常に強いキーになって

います。もちろん環境・経済・社会がそれぞれ

食に強くつながっているという意味では、臼杵

市の産業は食を基軸にしていることが評価につ

ながります。これがサステナビリティ分析、連

携分析の結果です。 

 総括すると、臼杵市の場合、食文化は残念な

がら地域産に依存していないことが狭義の意味

でのサステナブルではありませんが、広義の意

味では十分なサステナビリティということが言

えると結論付けています。今回の調査の最終的

な結論としては、臼杵市の食文化はサステナブ

ルガストロノミーであると言うことができる。

中でも、臼杵市の食文化は海外との交流等、非

常に長い歴史を持っていることもあって、非常

に高いポテンシャルを持っており、環境・経済

・社会の各側面に照らして十分にサステナブル

であり、かつ、それがそれぞれに連関し合って

います。ただ一方で、若者を中心にした臼杵市

の食文化の認知度やシビックプライドの観点が

若干危惧としては残っているとしています。 

 臼杵市の食文化の調査を行う中で、非常に面

白いと思ったのは、臼杵市の食文化は中世欧州

とつながる黄飯や、きらすまめしといったあえ

ものなど非常に長い歴史を持っており、ヨーロ

ッパ起源のものがあること、自然素材を使った

スローフードであること、産業として大きな食

文化を形成していること、この３点は特に今の

ヨーロッパを中心としたサステナビリティの考

え方に非常に通じる部分があります。 

そういう意味では、ヨーロッパでは臼杵市の

食文化にかなり高い関心を持っていただける可

能性があるという点と、近年、京都市が混雑し

ているので、その代替地として欧米の富裕層が

向かっている土地として、例えば山口市や川越

市がありますが、臼杵市も城下町ということも

あり、その代替地としても十分に活用・提供す

ることが可能なのではないか。そうすると、臼

杵市が今後ターゲットとして狙っていくところ

はやはりヨーロッパの富裕層で、こういったサ

ステナビリティに強い意識を持っている方をタ

ーゲットにしていくことが望ましいのではない

かということが、今回政策提言として出させて

いただいたものでもあります。 

 参考でしたが、こういったことをもう一度踏

まえていくと、インバウンドのマーケットで見

たときには、やはり食は非常に高いニーズがあ

って、もちろん観光客が大分県の食を選んで来

るだけではなく、日本の食は現地のマーケット

でもかなり出回ってきている。特に大分県の強

みがあるしいたけは、非常に強みのある分野な

ので、ここはマーケットインという世界の中で

も、もっと食を売っていくのはありかなと考え

ています。一方で、大分県として今後の強み、
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弱み、若しくは対応可能かどうかという点です

が、もちろん大分県から海外に直接アプローチ

をしていくことも非常に重要と思います。 

 ただ、大分県の食文化は非常に今サステナブ

ルな状態というか、環境的にも非常に優しいス

ローフードのものがかなりあります。そういっ

た意味では、農林水産業の中でも、やはりオー

ガニックを中心とした欧米の富裕層をターゲッ

トにした農林水産業も非常に大きなポテンシャ

ルを持っている分野ではないかなと思うし、そ

れが海外のマーケットに普及していくことによ

って、ヨーロッパやアメリカからもっと富裕層

が大分県に来る仕組みができないだろうか。そ

うすることによって、大分県の経済がさらに回

っていく。 

 ただ、このためには、もちろんサステナブル

な状態でなければいけないので、大分県が持つ

自然環境がより重視され、大分県の自然環境が

維持されていきながら、そこから生まれてくる

有機のもの、若しくは自然に取れるもの、そう

いったスローフードの価値をよりいかしていく

ことによって、大分県のインバウンド客を増加

していくことが望まれるのではないかなと。 

特に、このサステナビリティというキーワード

は、世界的にも非常に重要視されている時代で

もあります。このサステナビリティに合わせた

形で、大分県が持つアセットとして人や経済力

だけではなく、やはり自然といったものの価値

がそのほかの地域に比べても非常に高いポテン

シャルを持っている、これが循環していくこと

によって、大分県はさらに発展していくことが

可能であろうと考えているところでもあります。 

 最後にまとめさせていただきますが、大分県

は多くのポテンシャルがありますが、十分にい

かせているとは若干考えにくい部分があるかな

と思っています。大分県の持続可能で豊かな食

文化とは、大分県にとっても非常に重要なアセ

ットではないかと思いますが、農家の話、若し

くはサービス提供者の話を聞いていると、余り

高いプライドを持っていない、大分県なんてと

思っている方も少なからずいると私は認識して

います。もっと大分県の食にプライドと自信を

持っていただいていいのかなと私は思っていま

す。 

 他方で、消費者目線で見たときに、他の地域

と実は余り変わらないのではないかという見え

方もするかなと思います。これはブランディン

グの世界だけではなくて、大分県特有のところ

をもっとハイライトしていいのではないかなと

思っています。また、ターゲット層が現在アジ

ア中心になっている。インバウンドもそうです

が、来訪者が主にアジア中心で、さらにそれも

中流層より少し下の方が中心になっていて、な

かなかハイエンド層へのアプローチが十分では

ないのではないかなと思っています。大分県に

は、実はこのハイエンド層に受けるポイントは

非常に多くあるなと思っています。ハイエンド

層の方はアクセスに関しては全くいとわない人

たちでもあります。 

 一方で、大分県の受入れサイドでもハイエン

ド層を受けられる体制に十分なっているのかど

うか、そこは見直しが必要ではないかなと思っ

ています。また、農林水産物の海外市場へのア

プローチも、残念ながら県産品が海外に出てい

くときには、もちろん農協も頑張っているのは

承知していますが、大分県は卸売産業や食品産

業が比較的弱い状態になっていて、他の地域、

特に中央依存が非常に高い状態になっているの

が若干残念かなと思っています。もっと大分県

の強みをいかして、大分県の強みをしっかり売

っていけるマーケットを開拓できる企業を大分

県として持っている方が望ましいと思います。

そうすることによって、より高い付加価値をつ

くることができるし、さらに付加価値を海外市

場で売っていくことが可能になってくると思い

ます。 

 ただ、その際には世界基準でサステナビリテ

ィを考えていく必要があると考えています。こ

れは我々だけではなく、できるだけ多くの方が

世界基準でのサステナビリティに目を向けてい

ただきたいと思うし、そこに大きなマーケット

が存在していると認識しています。 

 一方的に長々としゃべってしまって大変申し

訳ありませんでした。私からは以上で話を終わ
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らせていただきたいと思います。御清聴ありが

とうございました。（拍手） 

井上委員長 ありがとうございました。 

 以上で説明は終わりました。 

 これより須藤教授を交え、意見交換に入りま

す。委員の皆さんで御発言されたい方は挙手を

お願いします。 

首藤委員 どうもありがとうございました。非

常に参考になると言いますか、勉強になりまし

た。 

 今、最後の部分の海外市場へのアプローチで

強みをいかした、いわゆる市場開拓ができる企

業、組織が必要だということで、それはどうい

う企業だとか、どのようにしたらというところ

まで何か教えていただければと。ほかの部分で

も、販路開拓がちょっと弱いのかなと感じてい

るので、その辺も含めて何か案があればお願い

します。 

須藤参考人 御意見ありがとうございます。 

 こういった海外向けの商社、特に大分県に本

社のある海外向け商社があると非常に望ましい

なと考えています。一つポテンシャルとしてあ

るのは、既存の国内商社や、海外に向けて販路

を伸ばしていくことは可能だと思うので、まず

は基礎として大分県にある国内向けの商社にも

う少し海外へのビジネス展開を広げていただく

のが一案かなと思っています。その際に、もち

ろんジェトロのサポートもあるかと思いますが、

私どもの方にも国際生がたくさんいるし、その

国際生の親の中で、現地で商売をされている方

もいて、私どもの学生とそのネットワークを活

用いただけるようにした方がいいのかなと考え

ています。 

 ちょっと私ごとで大変恐縮ではありますが、

ＡＰＵの先生たちとＮＰＯ法人ＡＰＵグローバ

ルビジネスネットワークという法人を立ち上げ

ていますが、この法人ではＡＰＵの学生と学生

の親、また、ＡＰＵの卒業生で国に戻った学生

とネットワークをつくり、そのネットワークを

活用して大分県の経済を盛り上げていこうとい

う目的で設立しています。私どもがふだんの仕

事が忙しいというか、なかなかそういった活動

ができていませんが、今後、私どもの学生たち、

卒業生、その親とのネットワークをもっと大分

県につなげていくように尽力したいと思ってい

ます。そういったネットワークを是非、御活用

いただきたいと思っています。 

宮成委員 さきほどのまとめで一つ、この会議

の到達点のようなところもありますが、２ポツ

目のハイエンドの受入体制ができていないので

はないかと。それは、具体的に言えば宿泊も含

めて、もう少し広義の意味での話だったんでし

ょうか、御教示ください。 

須藤参考人 ありがとうございます。 

 こういったツーリズムの世界では、もちろん

宿泊もそうで、ホスピタリティ――いわゆる接

客も含めてです。とりわけハイエンド層の方は

非常に細かく高いレベルのニーズをお持ちの場

合が多く、他方で大分県内の宿泊先、若しくは

サービス提供産業を見てみると、中にはアルバ

イトであったり、若しくは余り大分県を知らな

い方が従事されていたりということもあって、

ビジネスホテル的なものであればそれでも構わ

ないと思いますが、やはり観光としてのバリュ

ーを提供していくためにはそれなりの知識、知

見、ノウハウをお持ちの方が非常に重要かと思

っています。 

 よく課題になっていると私も聞くのは、そう

いった方に対する給与が低い、もちろんホテル

業界の経営が非常に大変であることも十分に承

知はしていますが、さらに提供できるバリュー

を高めていくという意味でも、特に情報を提供

していくところにはもう少し従業員の給料も含

め、上げていく必要があるだろうと考えていま

す。 

 例えば、今回のＥＮＯＷＡを作る際には、ホ

テルの従業員全員が正社員で、もちろんホスピ

タリティトレーニングを海外研修も含めて行っ

ています。つまり、全ての従業員がプロフェッ

ショナルになっています。やはり、従業員の誰

に聞いても同じように高いサービスが提供でき

るシステムを作っていくこと、中でもハイエン

ド向けでは重要になってきますが、そこをいか

に強化していくのかが課題になると思います。 
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宮成委員 ありがとうございます。 

 もう一つ、もちろんサービスとしてはそうい

った形で、一方で農作物に関しては有機とか無

農薬とか自然循環型とか、いろいろな話がある

と思います。そういったときにどうしても見た

目が良くないものとか、そういったことが出て

くる。欧米豪の富裕層にとって、そういった食

に関して、品質の良さはどのような目線で見て

いるのか、もし分かれば御教示ください。 

須藤参考人 例えばですが、私はヨーロッパに

行く機会が非常に多かったこともあって、私自

身は全然ハイエンド層ではないですが、割とハ

イエンドクラス、国際会議のレセプションなど

でよく経験するのは、見た目よりもやはり品質

の方が求められます。人員であったりとか、若

しくはそれと合わせたお酒とのマリアージュで

あったりとか、むしろそういったところの方が

ハイライトされていて、見た目は基本的に気に

していません。 

 特にフランスとかイタリアだと、ほとんどが

何らかの形で加工されていることもあって、素

材の見た目よりは皿の美しさ、その食がどうい

うメッセージを提供しようとしているのか、そ

ういったものの方がむしろ重要視されていて、

それに対する味とそのほかの食材とのマリアー

ジュというところになっていくと私は承知して

います。その意味では、形だったり見てくれは、

実は余り気にされていない。その本来の味だっ

たりその背景が見えるかが、むしろ売りになっ

ていると承知しています。 

吉村委員 今日は大変ありがとうございました。 

 こういった授業を大学生が聞けて、なおかつ、

また現場で実習というか、学ぶことができるの

は非常にうらやましいなと思いながら聞かせて

いただきました。 

 最初に首藤委員からお尋ねがあった海外流通

の部分に関して、当然、大分県内農産物を含め

て大都市圏であったり外国で勝負するにあたっ

ては、その生産量が一つ大きな課題かと思いま

す。さきほどお伝えいただいたような学生とか

のコミュニティ等をうまく使いながら海外展開

ができた際に、やっぱりある程度の量が必要に

なるのかをまず１点伺えればと思います。 

須藤参考人 ありがとうございます。 

 正に、今御指摘のとおり、大分県の農産物の

生産量に対して、どのぐらいのボリュームで輸

出ができるかという点は非常に重要なポイント

かと思います。もちろん、今後輸出を増やして

いくのであれば、それ相応に生産量を上げてい

く必要があると思います。中でもやはり高品質、

さきほどの見てくれというよりは、むしろ味の

面であったり、若しくは有機であるということ

は、ヨーロッパではほぼマストに近い状況でも

あるので、そういったものを含めた品質を担保

した形で生産量を増やしていくことが必要にな

ると思います。 

吉村委員 ありがとうございます。 

 そういったかじ取りというか、旗振りをまた

県が担っていかなければいけないのかなと感じ

ています。 

 臼杵市での結論のところになるのかと思いま

すが、広義のサステナブルと示されています。

また、その下では狭義という部分を示されてい

ますが、先生の考えとしては広義を目指すべき

なのか狭義を目指すべきなのか、どちらがどう

なのかを伺ってもよろしいでしょうか。 

須藤参考人 まず、広義と狭義の大きな違いで

申しますと、狭義とは全ての原材料を現地で生

産され、つまり地産地消がなされ、それが地域

で消費されるということです。すなわち、食に

関する産業、例えば醸造産業なども含めてその

原材料が全て臼杵市若しくは大分県内で生産さ

れていば、それが狭義の意味でのサステナビリ

ティという形になってきます。一方で、自分の

ところだけでは原材料が生産できないけれども、

ほかから持ってくることによって大きな産業と

して持続できるのが広義です。 

 なので、今お尋ねいただいたポイントに関し

て、やはり目指したいのは狭義のサステナビリ

ティです。この狭義のサステナビリティが達成

できるということは、すなわち食料安全保障の

観点からも、常に地域の中で全てが循環し、生

産でき、全ての県民が食に困らない、輸入が止

まっても困らない、ほかから誰も食料を持って
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こなくなっても困らない、こういう状態ができ

て初めて社会経済の発展にもつながっていくと

いう意味で、非常にタイトな状態ではあります

が、そういったサステナビリティが確保される

ことが最も望ましい状態ではあります。 

吉村委員 ありがとうございます。長々となっ

てすみません。そういった狭義の部分がつくれ

たときの、環境への負荷はどうでしょうか。 

須藤参考人 正にそこが非常に重要なポイント

で、狭義のサステナビリティを維持していくた

めには環境の保全が非常に重要になります。 

まず、サステナビリティの定義として経済、

社会、環境のバランスが取れているということ

もあるので、狭義を達成するために環境の価値

を落としてしまうことは必ずしもサステナブル

ではありません。その意味では、サステナビリ

ティというバランスを取っていきながらもその

狭義にできるだけ近づけていく。 

ですので、もちろん目指したいところは狭義

のサステナビリティですが、環境の維持可能性、

環境のサステナビリティという観点を踏まえた

上で、地産地消は必ずしも望ましくはないとい

うことでもあります。 

吉村委員 ありがとうございました。大変参考

になりました。 

 令和３年だったと思いますが、県の食料自給

率がカロリーベースで４６％ぐらいだったと認

識しています。それから考えると、なかなか一

気に狭義に持っていけるかというと難しい部分

もあるのかなとは思いますが、やはり目指すべ

きところをそこに定めながら、またしっかり勉

強していきたいと思います。 

二ノ宮委員 単純なことですが、さきほどしい

たけの話が出て、今まではいちごとかブドウで

すね、シャインマスカットが特に有名ですが、

それとか、この間オーストラリアに行ったとき

にオーストラリアで育てたものが和牛として売

られている。せっかく日本人が苦労して育てた

ものが外国で簡単にその国のものとして売られ

ていると。どこに問題があるのかをちょっとお

聞きしたい。 

 もう一点は、今日の話の中で観光浮揚と言い

ますか、観光者数を増加するために農産物を輸

出し、その味によって大分県に来てもらうとい

う観光浮揚の方法、さらに農業を活性化するた

めの方法だと思いますが、なかなか時間もかか

るし、一つの大分県という単位でこれを取り組

めるのかといつも心配しています。 

 それと、さきほどもちょっと出たんですが、

２０３８年に日本が米を輸入しなければならな

いような食料危機の中でそういう施策が、水を

差すようで悪いですが、その辺の見通しとかが

もしあれば教えてください。 

須藤参考人 ありがとうございます。 

 まず初めに、日本の産品が海外でコピーされ

て作られているという点、私もそれは非常に危

惧しているところでもあります。他方で、さき

ほどしいたけの事例を申したのは今、例えばヨ

ーロッパのマーケットでしいたけを原木栽培で

きるかというと、できる環境にはないというこ

とと、余りそれをするメリットはないだろうと

いうこと。 

例えば、いちごであったりシャインマスカッ

トのように、非常に幅広いマーケットがあって、

そこでクローン若しくはコピーを作って、それ

がマーケットとして機能していくことになると、

やはり悪いことを考える人が出てくるものと承

知しています。しいたけは、その意味ではいわ

ゆるコピーが非常にしにくいというか、割と一

般性の高いものであるということと、菌床しい

たけに比べると、やはり原木しいたけの方が高

品質で競争力が高いという意味で、今回しいた

けを上げた次第でもあります。 

 これは本当に国際的な問題でもあり、このク

ローン問題、コピー問題は非常に難しい部分で

す。そういったものはターゲットにしないとい

うのも一案としてはあり得るかと思っています。 

 もう一つ、観光の方ですが、御指摘のとおり

時間は確かにかかると思っています。認知を高

めていくのに、どうしてもある程度の時間は必

要になってくると思います。その意味でも、短

期的な戦略ではなくて、中長期の戦略を持って

おくことが非常に重要になってくるのではない

かなと思います。 
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 私も今回プレゼンをさせていただく中で、も

ちろんターゲット層をヨーロッパや、富裕層に

向けてという御提案をしていますが、例えば、

これが来年すぐにできるかというと、そう簡単

ではないと承知しています。ただ、もちろん中

長期的な視点を持ちながら短期的な対応を行っ

ていく必要があるし、中長期的なことを今の段

階から対応しておくことが必要であろうと考え

ています。ですので、残念ながら短期的には対

応は難しいかもしれませんが、長期的な対応を

念頭に置きながら、少しずつアプローチをかけ

ていくことが大事かなと思っています。 

 また、米の問題ですが、御指摘のとおりこれ

からは輸入米が入ってくることになっていて、

そういう意味では、米のマーケットは非常に大

変な状況になることは私も認識しています。他

方で、米も様々な使い道というか、食べるだけ

でない使い道もあって、あくまでこれは個人的

な意見ではありますが、例えば最近、特に気候

変動、温暖化対策の観点でバイオエネルギーの

問題があります。もちろん、国内で生産する米

は食用中心でもいいと思うし、また、耕作放棄

地になっている田畑の中で、まだ米が作れると

ころであれば食用ではなく、例えばエネルギー

向けで作っていくことも一案としてはあり得る

ということです。 

 食料のマーケットで申しますと、日本のマー

ケットはこれから人口も減少していくので、そ

れほど大きくない、逆に縮小していく可能性の

あるマーケットではありますが、一方で、その

ほかの公共素材としての米というのはまだまだ

ニーズがあるかと思っています。一案というか、

今、ある企業と少し議論させていただいている

のは、米の中でも米ぬか配合量の高い米の品種

があって、ちょっと食用には向かないですが、

その米ぬかから米油を精製して、その米油を活

用して揚げ物に使ったり、その後、今度は精製

し直してサステナブル・アビエーション・フュ

ーエル（ＳＡＦ）――航空燃料ですね、バイオ

燃料として活用するところまで見据えていくと、

かなりニーズとしてはあります。 

様々なマーケットがまだまだあり得ると思っ

ていて、そういったマーケットをさらに形成し

ていく、若しくは発掘していくことも大事にな

るかなと認識しています。 

首藤委員 すみません、今のでいいですか。エ

ネルギー用米とはどういうものを指すんでしょ

うか。 

須藤参考人 さきほど、米の一例を御紹介しま

したが、米の品種の中で米ぬか配合量が比較的

高いものがあって、精製してしまうとかなり小

さくなってしまうので余り食用には向かないの

ですが、米ぬかは比較的油分を含んでいること

もあって、米ぬかから米油を精製していくと。 

今、ポッポおじさんの大分からあげとかが米

油を使って唐揚げを揚げていますが、そういっ

た揚げ物に使っていくことも当然可能で、他方

では、使い終わった後の廃油は最近、精製し直

す形で航空燃料に活用されています。日本もこ

れからＳＡＦに切り替えていく必要があり、現

在研究が進んでいますが、そういったサステナ

ブルな形の燃料供給を行っていくところに米ぬ

か油を使っていくことを一案として御意見を申

し上げた次第です。 

穴見委員 ありがとうございました。 

 まとめのところで、世界基準でサステナビリ

ティを考えるべきとあり、途中、序盤の方でも

日本のサステナビリティと国際基準のサステナ

ビリティは違うという話がありました。多少な

りとも衝撃を受けましたが、今後、輸出拡大と

か観光客の増を考える上で、そのギャップを埋

めていかないといけないと思いますが、そもそ

もなぜ日本のサステナビリティと世界基準がず

れてきたのかというか、ギャップが生まれてき

た背景について先生の考えがあれば教えていた

だければと思います。 

須藤参考人 ありがとうございます。 

日本は環境を重視して非常に高く意識してい

たから、その観点でサステナビリティは環境に

ハイライトされてきた背景があると。 

 一方で、ヨーロッパ、アメリカも含めた他の

国々では、経済の成長や社会の成長、それと環

境の維持、保全、さらに環境という価値を経済

や社会の成長に活用できないかという点に大き
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な視点を置いていた。そこで環境、経済、社会

のバランスが重要視されてきたという、大きな

ギャップが生じているということです。 

猿渡委員 時間が迫っていますが、本当に勉強

になりました。ありがとうございました。 

 一つ、２４ページの自然資本、社会資本、経

済資本が共に伸びていくというところをもう少

し具体的に教えてください。今の考え方でいく

と、自然資本に負荷がかかってしまう気もする

のでお願いします。 

須藤参考人 ありがとうございます。 

 この考え方は、地球上にある資本、資源も含

めて様々な資本は地球が提供してくれる資源で、

それを今度は我々社会が活用する資源として社

会が生み出す資源で、これを社会資本と呼んで

いて、主には人材ですね。そのほか、システム

としての社会資本で、例えば公共サービスであ

ったり、そういったものも社会資本に含まれて

きます。さらに経済的な価値、いわゆる金銭的

な価値を中心とした価値を生み出すための資本

になっていく経済資本、これはお金であったり

土木であったり、建物であったりといった経済

価値を生んでいくための資本です。 

 全ては、実は自然資本から生まれていますが、

その自然資本は地球という決まった体積の表面

から全て生み出されていく形になっていて、こ

の自然資本から生み出されるものを我々は社会

資本という形で人口が増えていったり、若しく

はそれを使って社会というシステムを作ったり

して拡大させていく。また、経済資本の基本に

あるのは原材料であったり、経済の価値を生み

出すための道具や機械も自然資本の原材料を活

用して作っている状態になっています。 

 自然資本とは、地球上にある様々な資源、空

気や水なども含めて、その循環の中で生まれて

いるので、総量は基本的には変わりませんが、

豊かな自然資本があることによってそれが生み

出し得る価値や、その自然資本が社会資本の形

成や経済資本の形成に使えるボリュームが大き

くなっていきます。ですので、もちろん自然資

本の最大ボリュームは地球の表面積とはなりま

すが、その地球の表面積を最大限生かしていき

ながら、そこが社会資本や経済資本に活用可能

な価値をどれだけ大きく提供できるか、それが

その資本の増加によって決まってくることもあ

って、自然資本が増加していくことによって社

会資本の増加や経済資本の増加も可能になって

くるという考え方です。 

井上委員長 そのほか、どなたか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

井上委員長 それでは、委員外議員の方で御発

言のある方は。 

太田委員外議員 まとめで、ターゲットとして

ハイエンド層へのアプローチを考えた方がいい

のではないかということですが、受入れ側とし

てハイエンド層が受け入れられる体制になって

いないのではないかという課題があります。 

我々が考えるハイエンド層、例えば宿泊で、

さきほどＥＮＯＷＡの話をしていましたけど、

１０万円ということを考えると、日本人からす

るととてもそんなところに泊まれないという感

覚です。宿泊業者もやはりそのような感覚です

が、世界的な標準としてハイエンド層が泊まる

のは１０万円以上のところに平気で泊まるもの

なのかというのと、また、受入側としてどうい

う準備をすることによってそれが受け入れられ

る、認められることになるのかなということ。 

 先週、インドネシアのジャカルタに視察に行

ってきましたが、ＡＰＵの卒業生とちょっと交

流して、もう千人ほど卒業生がいると。現在も

４００人ほど在学しているということで、そう

いうパイプをつないでいくことによって、もう

少しその辺の交流を深めることで輸出も輸入も

できるのではないかということでした。 

また、イオンにちょっと寄って農産物の輸出

をどう考えているかお聞きしましたが、日本か

らは青森県のリンゴだけしか輸入できていない。

あとは許可が下りないと。何でかというと、日

本は自治体ごとにばらばらでやっていて、韓国、

中国は国レベルでその辺の取組をやっていると

いうことで、全然そこが違うんです。そうする

と、さきほど先生が言われたように、ＡＰＵの

学生なり父兄なりを通じて、その辺のパイプを

太くすることがこれからの大きな課題なのかな
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と思いました。 

 私たちがこれまでやってきたのは、せいぜい

１人５万円の宿をある程度富裕層にということ

でしたが、こういうハイエンド層の１０万円と

いうのが普通なのか、その辺の感覚的なものを

お聞きしたいですが、よろしくお願いします。 

須藤参考人 ありがとうございます。 

 ホテルのランキングというか、クラスの分け

方として、一般的には５００ドル以上がハイエ

ンドと言われますが、ただ、そのさらに上で７

００ドルレベルを超えてくるとラグジュアリー

クラスと言われているものがあります。我々が、

いわゆるハイエンド層とここで呼ばせていただ

いているのは、７００ドル以上のホテルに泊ま

る方ということで、大体１０万円という形にな

っています。 

 ホテルのそれぞれのクラスですが、もちろん

バジェットクラス、安い１万円以下のクラスか

らミドルクラス、ハイエンドクラスと様々なオ

プションが必要だと思うし、実際の観光客のボ

リュームゾーンとしては、やはりバジェットク

ラスとミドルクラスが中心になってくるのも十

分に承知しています。大分県で、今回ハイエン

ドを取り上げさせていただいたのは、ハイエン

ドクラスのホテルがほぼない状態、別府市にＡ

ＮＡインターコンチネンタル別府リゾート＆ス

パができましたが、そこでさえ必ずしもハイレ

ベルではないんですね。ですので、もっと高い

レベルのホテルがないとそういった方が泊まる

ところがないということでもあります。 

 もちろん、ハイエンドオンリーにしてしまう

わけにはいかなくて、様々な観光客に来ていた

だくためには幅広い層を持っておく必要があり

ます。ただ、今御指摘があったとおり大分県の

宿泊でいうと、どちらかというとミドルレンジ

以下のところが中心になっていて、ハイエンド

層がほぼないという、いわゆるレベル層でいう

と中盤から下のところに集中している状態にな

っています。ここをもう少し上げていかなけれ

ばならないのではないかということが今回の御

提案でもあります。 

 ハイエンド層がそういう高いところに泊まる

のかということですが、泊まります。泊まりま

すというか、今、中国からちょうど春節で来て

いる方は１泊２０万円を平気で使ってます。な

ので、割と普通に払う方がいるということと、

さきほどチュニジアにいたと話しましたが、チ

ュニジアはフランスのリゾート地というか、フ

ランスは大体３か月ぐらいバカンスを取る国で、

６月から９月まで誰も働きません。では、彼ら

はどこに行くのかというと、多くはチュニジア

に来て、チュニジアでマンションにその３か月

間とか、中には忙しい方は１か月とか入られま

すが、大体１泊１５万円から２０万円ぐらい払

う感じです。 

 もちろんチュニジアは、特に北部の地中海沿

いは非常に高額なリゾート地でもあり、そこの

ホテルはもちろんバジェットクラスもあるのは

ありますが、リゾートホテルでかなりハイエン

ドのホテルが建ち並んでいるし、リゾートマン

ションで１泊、平気で１０万円するところに１

か月みたいな…… 

太田委員外議員 バカンス全体でどのぐらい使

うんですか。 

須藤参考人 人によると思うので、私もいくら

使っているかは全く分かりませんが、私が住ん

でいたマンションは２年間の契約でお支払した

金額が、大体日本でいうと２００万円ぐらいだ

ったのかな、月１０万円しないぐらいのところ

でしたが、それは長期契約だから安くしてもら

いましたが、通常１か月貸しにすると数万円で

は済まないと。１か月で１００万円や２００万

円取るみたいなことを大家は言っていたし、割

とそのぐらいのマーケットになっていた感じで

すね。 

太田委員外議員 ハード的なレベルは何が日本

の宿と違うんですか。 

須藤参考人 ハード的にはそんなに大きく変わ

らないと思っています。 

太田委員外議員 ホスピタリティにしても。 

須藤参考人 はい。特に彼らはそれだけお金を

払ってもいい、もちろんそれはハイエンド層の

人たちなので、所得層によっても全然違う部分

はありますが、ハイエンド層にとっては日常の
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生活が現地に移せるかという点は非常に大きい

ということですね。必ずしも、特にバカンスの

場合はフルサービスである必要はなく、日常生

活が普通に送れることが求められますが、彼ら

が日常に普通に生活できるレベルをちゃんと維

持しておいて、かゆいところまでしっかりサポ

ートが届くぐらいのレベルのものであれば、そ

んなに設備が必要にはなっている感じではあり

ませんでした。 

井上委員長 それでは、時間もだいぶ過ぎたの

で、須藤教授におかれては長時間にわたり御出

席いただき、かつ、本委員会にとって大変貴重

で示唆に富んだ話を賜り、誠にありがとうござ

いました。調査、検討を進める上でまた御意見

をいただくこともあると思いますが、その節は

よろしくお願いします。 

 それでは、須藤教授、どうもありがとうござ

いました。（拍手） 

  〔須藤参考人、委員外議員退室〕 

井上委員長 それでは、次第のその他というこ

とですが、特に何か御発言があればお願いしま

す。よろしいですか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

井上委員長 特になければ、以上で本日の委員

会を終わります。 

 次回は２月２９日木曜日の本会議終了後にこ

の会場で内部協議を行うので、御出席をよろし

くお願いします。 

大変お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


